




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































⑭㊧　 No＿《＝藩駕　 No＿11駕　 欝＼圏。＿二～
　債務帳では、勘定口座への記入中に、No、0、　No。1又はNo。2と書かれていることがある。こ
れは仕訳帳では全く見られないものであるが、何を示すのであろうか。
　たとえばハンス・ブルスト勘定借方では、左欄外に、上からAlt　rechnung　No。0（古い計算
No．、0）、　New　rechnung　No．、2（新しい計算No．2）と．また同勘定貸方では、左欄外に、上か
ら「古い計算No．0」、　Gemaine　einnemen（通常の受入れ）、　per　Gehaimbuch　fur　ausgeben
alhie　per　einnemen（秘密帳（勘定）の払出し、ここでの受入れ）と書かれている。20
　借方の「古い計算No。0」には、期首に存在したヨルグ・アマン、オルテンブルクのガブリエ
ル伯の相続人及びマトホイス・シュバルツの三人に対する債務とマトホイス・シュバルツ個人に
対する債務が、貸方の「古い計算No、0」には、期首に本店が有した現金、ヤコブ・フッガーと
その甥に対する債権、シュラッケンバルデン、アントワープ及びニュルンベルクの各支店が有し
た債権・現金・商品と債務の相殺額（正味債権）が記載されている。これらの記入は、すべて仕
訳から転記されたものである（仕訳1、仕訳2、仕訳3）。
　借方の「新しい計算No．2」には、期末に勘定口座を締切った段階でのすべての、すなわち七
つの勘定口座の借方残高と、それらから差し引く形でその時点でのマトホイス・シュバルツ勘定
の貸方残高が、仕訳することなく書かれている。貸方の「通常の受入れ」には仕訳15、仕訳24、
仕訳41が転記されており、「秘密帳の払出し．ここでの受入れ」には．秘蜜帳勘定からの期末勘
定残高振替額が仕訳することなく書かれている。
　これらのことから．No。0には前期末の勘定残高すなわち今期首の前期からの繰越額が、　No．、
2には今期末の勘定残高すなわち今期末から次期首への繰越額が書かれていることが分かる。
No．、0は今期からみて古い計算すなわち前期を、　No．、2は今期からみて新しい計算すなわち次期
を示すものと考えればよいのであろう。
　ハンス・ブルスト、シュラッケンバルデン支店、アントワープ支店．ニュルンベルク支店の各
勘定口座では、勘定科目を示すにあたって、貸借ともにNo。1が付されている。例えばハンス・
ブルスト勘定では、借方勘定科目がIch　Hans　Wurst　als　das　haubt　diser　handlung，Soll
mir　auf　rechnung　No。1。　als　fur　mein　auBgebenn（この商売の主人である私ハンス・ブルス
トは．No．1の計算で私に私の払出しを（与え）ねばならない）2iと．貸方勘定科目がMir　Hans
Wurst　als　das　oberhaubt　diser　rason　Soll　ich　auf　rechnung　No。　l　als　fur　mein　einnemen
（この処理の主人である私ハンス・ブルストに、私はNα1の計算で私の受入れを（与え）ねば
ならない）22と書かれている。上記のNo．0、　No。2の理解が正しいとすれば、ここでのNo。1は、
前期と次期にはさまれた期間すなわち今期を意味すると考えることになる。
　No。0、　No。1及びNo、2はこのように理解して間違いないものと考えられるが、ただ一つだけ、
この解釈に合致しない場合がある。ニュルンベルク支店勘定の場合がそれである。
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　シュラッケンバルデン支店勘定とアントワープ支店勘定の場合は、仕訳を行わずに、No．1の
借方残高を貸方に記入して貸借合計を一致させ、その下の借方欄外にNo、2と書かれた部分に、
その借方残高が繰越されている。それらの勘定口座では、それ以上の記入はないが．そのNo。2
への各繰越額がハンス・ブルスト勘定の「新しい計算No。2」の借方に仕訳することなく書かれ
ている。
　それに対してニュルンベルク支店勘定の場合は、借方に8回（合計fL40305）、貸方に2回
（合計fL38250）の転記を行った段階で、借方残高fl．2055を求めて貸方に記入し、いったん貸借
合計を一致させている。そしてfL2055を仕訳することなく、下の借方のNo．2と書かれた部分
に記入し．それに続けてさらに仕訳34（fL　16250）と仕訳35（fL2700）からの転記を行ってい
る。ハンス・ブルスト勘定のNo。2の借方に仕訳することなく記入されているのは、それらの合
計額fL　21005である。
　ここでは、No。2の記入を行うべき位置に、　No、1の記入の一一部がなされていると考えねばな
らない。そのまま理解すると、No。2の借方合計fL21005は次期末の残高すなわち次々期首への
繰越額を示すことになるが、ハンス・ブルスト勘定借方のNo、2にその金額が記載され、次期首
の有高として処理されていることからは．仕訳を転記原則に従って転記してはいるものの、仕訳
34と仕訳35をも転記した段階でNo．1を締切り、　fL21005をNo、2に繰越すべきであったであ
ろう。
鱒．勘窟口座の締切り
　期末に勘定口座を締切る直前の各勘定口座には、次の金額が記入されている。
　　勘定科目
ハンス・ブルスト
現金
アントン・フッガーとその甥
マトホイス・シュバルツ
シュラッケンバルデン支店
アントワープ支店
ニュルンベルク支店
秘密帳
アントワープ支店の銀
シュラッケンバルデン支店の錫
国王陛下の錫取引
ニュルンベルク支店の錫
　借方
16000
12033　1／3
8010
　　0
70622
18091　14／15
21005
3245
2055
60040
　27
2250
貸方
46482　4／5
11510
8010
1000
60067
16937　1／3
　　0
45000
2055
6622
　　0
52450
　　　残高
（貸方　304824／5）
（借方　　5231／3）
（なし）
（貸方　　1000）
（借方　10555）
（借方　　11541／2）
（借方　21005）
（貸方　41755）
（なし）
（借方　53418）
（借方　　27）
（貸方　50200）
アウグスブルク本店の錫
バルトルメ・ベルザー等
ハンス・ベルザー
ヤコブ・ヘルプロット
オランダの宮廷管理人
シュバルツ簿記書（1550年本）の研究
　500
31133　1／3
33500
61331／3
6000
　　0
31133　1／3
　　0
61331／3
　　0
（借方　　500）
（なし）
（借方　33500）
（なし）
（借方　　6000）
23
　勘定口座の締切り方は、その側の記入回数が一回か複数回かで違っている。その側に二回以上
の記入がなされている場合は、その側の最下の記入額のすぐ下に合計線（一本の横線）を引いて、
その下に合計額を書いているのが普通である。ただ、その下に、現在では当然である締切線（二
本の横線）は引かれていない。
　その側の記入が一回だけの場合は、貸借逆側に複数回の記入がなされて合計が求められていて
も、合計が求められていないのが普通である。中央部分に、Summa　per　se（それ自体が合計）
と書かれていることはある。従って、貸借の合計額が横一線に書かれているとは限らないわけで
ある。
　その側に全く転記されていない場合は、期首の勘定口座開設時に書かれたであろう勘定科目と
貸借の別だけが示されている。
　勘定口座の中には、上記から明らかなごとく、期中にすでに貸借が平均しているものがあった。
アントン・フッガーとその甥勘定は仕訳21を．アントワープ支店の銀勘定は仕訳15を、バルトル
メ・ベルザー等勘定は仕訳31を、ヤコブ・ヘルプロット勘定は仕訳llを転記した時点で、それぞ
れ貸借が平均した。それらの勘定口座では、アントワープ支店の銀勘定の貸方だけ記入が一回で、
それを除くとすべての勘定口座の貸借に二回以上の記入がなされているが、アントン・フッガー
とその甥勘定の借方だけは．合計が求められていない。ただそれらの勘定口座締切りが、貸借が
平均した時点でなされたのか期末になってなされたのかは、判断できない。
　シュラッケンバルデン支店の錫勘定は仕訳39からの転記によって、ニュルンベルク支店の錫勘
定は仕訳36からの転記によって、そして国王陛下の錫取引勘定は仕訳42からの転記によって、そ
れぞれ貸借が平均した。仕訳順からしてこれらの勘定口座は、期末に締切られたと考えられる。
これらの転記によって、シュラッケンバルデン支店の錫勘定の借方残高fL53418とニュルンベ
ルク支店の錫勘定の貸方残高fL50200がまず国王陛下の錫取引勘定へ振替えられ、その結果と
して国王陛下の錫取引勘定に生じた借方残高fL3245が錫取引の全体計算を行う秘密帳勘定へ振
替えられていることは、すでに述べた。
　その際シュラッケンバルデン支店の錫勘定では、貸借とも重量と金額の各合計が求められてい
るが．ニュルンベルク支店の錫勘定では合計金額だけが求められているにすぎない。国王陛下の
錫取引勘定でも、貸借とも合計金額だけが求められている。
　マトホイス・シュバルツ勘定、アウグスブルク本店の錫勘定、ハンス・ベルザー勘定、オラン
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ダの宮廷管理人勘定は、期中に記入されたままで、貸借の金額を一致させる形での締切りはなさ
れていない。これらの勘定口座へは複数回記入されていることもあるが、記入されていたとして
も貸借の一方だけである。
　現金勘定、シュラッケンバルデン支店勘定、アントワープ支店勘定、ニュルンベルク支店勘定
では、勘定残高が仕訳せずに次期へ繰越されている。例えば現金勘定の場合は、借方残高fL　523
1／3を、貸方にper　conto　nouo　vmb　ein　rest、　trag　ich　hinab　ac、8（勘定残高を新しい勘定
へ、私はここから繰越すac。8）と書いて記入し、貸借の合計fL　120331／3をそれぞれ求めて勘
定口座を締切り、借方の合計の下にRest　trag　ich　herab　auf　new　rechnung，　an　baren　gelt
verhanden　pliben；thut　ac．　r8（私は残高を新しい計算へ繰越す。手元にある現金；ac。　r8）
と書いて記入している。23今期と次期を区即するためのNo。1・No、2が明示されているのが普
通であるが、この場合だけはそれが書かれていない。
　秘蜜帳勘定の残高はfL41755（貸方）であるが、借方にper　saldo　diB　conto　schreib　ich　fur
gemain　einnemen；werden　weitter　im　Gehaimbuch　verrechnet　von　ac．17　vnd　ist　on　not
im　Zor脇l　vil　zumelden，　dieweil　es　also　stecken　soll　vnd　nit　weitter　daruon　rechnung
zugebenn　ist，　dann　allain　dem　haubtherrn；der　wirts　inn　seinem　Gehaimbuch　mit　andem
vergleichen；thut　im　Zornal　ac。7（この勘定の残高を、私は通常の受入れに記入する；さらに
秘密帳のacJ7で計算するであろう。それは記入すべきで（stecken）あるが、それについては
計算はもう行わないので、仕訳帳にはこれ以上は書かない。主人にだけは報告する；主人は彼の
秘密帳の中で．他のものと比較するであろう；仕訳帳ac．、7）と書いて記入し、合計fL45000を
求めていったん勘定口座を締切っている。そしてハンス・ブルスト勘定の貸方左欄外の「秘蜜帳
（勘定）の払出し、ここでの受入れ」と書かれた部分に、Mer　das　Gehaimbuch；ein　rest，　mer
eingenomen　dann　ausgeben　vnd　per　saldo　desselbenn　conto，　schreib　ichs　dem　conto
daselbst　zu　vnd　hiemit　gut；werden　im　Gehaim　oder　Wexelbuch　an　ac。17。　daselbst
weiter　gegen　dem　oberhaubt　selbst　verrechnet；thut　ac。一。10（さらに秘密帳勘定；残高。
払出しより受入れが多かった、同勘定の残高．私はその勘定に借記し、ここに貸記する；秘蜜帳
ではac。17に記入して主人自身のために計算する；ac。一10）と書いて振替えている。24これら
の勘定記入には、いっさい仕訳はなされていない。
　以上のようにして17の勘定口座中16の勘定口座の締切りがおわると、残るのはハンス・ブルス
ト勘定だけとなる。
鯛、ハンス・プルスト勘定の締切リ
　ハンス・ブルスト勘定の借方には、期首に、左欄外に「古い計算No。0」と書いて、ヨルグ・
アマン、ガブリエル伯の相続人、マトホイス・シュバルツの三人に対する債務合計fL　15000と
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マトホイス・シュバルツ個人に対する債務fl．1000の合計fL　16000が．その貸方には、期首に、
左欄外に「古い計算No．0」と書いて、所有する現金、ヤコブ・フッガーとその甥に対する債権、
シュラッケンバルデン．アントワープ、ニュルンベルクの各支店が有する債権．現金、商品と債
務の相殺額（合計fl。46000）が記載され、貸借ともそれぞれ合計が求められている。
　それに続けて借方には．左欄外に「新しい計算No。2」と書いて、次の記入がなされている。25
これらの記入は、仕訳することなくなされている。帳簿締切りの段階又はそれ以後になされたも
のと考えられる。
　　　　Per　saldo　diB　conto　schreib　ich　hiemit　fur　auBgeben
　　　　　　vnd　auf　new　rechnung　widerumb　fur　einnemen，　in
　　　　　　gstalt　wie　die　entgegen　fl。46　Mo．，pleibt　man　mir
　　　　　　schuldig　im　beschlus　diser　rechnung　fl．、72237，　als
　　　　　　nemlich
Ac．、8．、　In　barem　gelt　zu　Augspurg
Ac。9。　Das　leger　zu　Schlackenwalden
Ac．9．　Das　leger　zu　Anttorff
Ac、10．　Das　leger　zu　NUrmberg
Ac．、13。　Das　zin　zu　NUrmberg26
Ac。14。　Hans　Welser　zu　Augspurg
Ac．14．　Die　rentmaister　zu　Anttorff
fl．　　523　1／3
fl、　10555。一
fl．、　1154　1／2
fl。　21005．一
fl．　　　500。一
fl、　33500。一
fl．、　6000。一
　　　　　　　　　　　　　Summa　　　　　fl。732374／527
（この勘定の残高について．私はここに払出しを記入し．
新しい計算では、反対側のfL46000のように再び受入れ
に記入する。人々は私に．この計算の締切時にfL　72237
の債務が残っている。即ち
72237　4／5
丁数8．
丁数9．
丁数9。
丁数10。
丁数13．
丁数14．
丁数14。
アウグスブルクにある現金
シュラッケンバルデン支店
アントワープ支店
ニュルンベルク支店
ニュルンベルク支店の錫
アウグスブルクのハンス・ベルザー
アントワープの宮廷管理人
fl．　　523　1／3
fl、　10555。一
fl．、　1154　1／2
fl。　21005．一
fl．　　　500。一
fl、　33500。一
fl．、　6000。一
合計 fl。　73237　4／5）
72237　4／5
そしてその下に．さらに次の記入がなされている。28
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　　　　Ac．、8　pleib　ich　dagegen　schuldig　dem
　　　　　　　Matheus　Schwartzen　・・…………一　fl、1000。一
　　　　（丁数8　それに対して、私はマトホイス・
　　　　　　　シュバルツに債務がある。…一…・…　fl。1000．一）
　この債務fl．1000をfL　732374／5から差引くとfL　722374／5であるが．それを「古い計算No．
0」の合計fL　16000に加えて、借方合計fl。882374／5が求められている。
　貸方は、「古い計算No。0」の合計fL46000の下に、左欄外にGemaine　einnemenと書いて．
まず次の三つの記入がなされている。29これらの記入は、仕訳を行ったうえでなされているため、
期中になされたものであることが分かる。仕訳15、仕訳24、仕訳41がそれである。
Mer　vortail　an　silber　gehabt　ac．2．1レ…一……・…
Mer　interesse　von　der　k6n．mt．，　thut　per㈱ssa　ac．3．8
Mer　per　Anttorfer　conto　zugang　ac。5。9・…………・
（さらに銀から利益を得た穐ac．2．、11………・……一・・
さらに国王陛下からの利子、現金で、ac．3、8・・…一……一
さらにアントワープ支店勘定での増加ac．5．9・・……一…
fl、41、一
fl．、350．、一
fl．　91　4／5
fl．41．一
fl、　350、一
fl．　91　4／5）
　そしてこれらの下に、前述の秘密帳勘定の勘定残高fL41755が、仕訳することなく記入され、
「古い計算No．、0」の記入額と合わせた貸方合計fl．882374／5が求められている。
穏、おわりに
　勘定口座の締切り手続きが整備されているとはいえないが、これで債務帳の処理は、すべて終
りである。では、この簿記においてハンス・ブルスト勘定は、いかなる役罰を果たしているので
あろうか。
　ハンス・ブルスト勘定には、期首と期末の繰越額が集計されている。したがって同勘定が、期
首と期末の繰越額の集計表となっていることは明らかである。しかし、それが同勘定の第一の役
罰であると考えるべきではない。同勘定が果たしている第一の役罰は、そこまでに行った処理全
体を検算することと考えるべきである。そのことは、債権でありながら期首にあったものを貸方
に、期末にあるものは借方に、債務でありながら期首にあったものを借方に、期末にあるものは
貸方に記載していることからも明らかである。期首と期末の債権と債務を単に集計するだけであ
れば、期首と期末で債権と債務を貸借逆に集計する必要はない。
　期首の債権fL46000は貸方に債務fL　16000は借方に、期末の債権fL　732374／5は借方に債務
fL42755は貸方に記載することで、期首の正味持分fl．30000（fl．46000イ1．16000）は貸方に期末
の正味持分fL304824／5（fL　732374／5イL42755）は借方に生ずることになる。30そのようにし
て求められる期首の正味持分に．期中に生じた三つの利益（合計fL4824／5）を加えることで
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期末正味持分一期首正味持分＋期中利益の関係が成立することをもって．計算の正確性を示そ
うとしているのである。
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同書については、拙著「シュバルツ簿記論」（森山書店、1995年）参照。
以下では、本書をAW．と示す。
例えば、期首にニュルンベルク支店に錫は無かったはずであるが、シュラッケンバルデン支店から受け
取り（仕訳26）、その後重量を換算しなおした（仕訳29）錫4190ctrは、仕訳33、仕訳34ですべて売却さ
れた（売上代金fL52450）。その売上代金の一部fL36000をシュラッケンバルデン支店へ送金したのであ
るが、その仕訳は仕訳22としてなされている。
勘定科斗一覧表には、Bartholme　vnd　Hans　Welser，　aueh　Hans　Paumgartnerと書かれている。従っ
て「バルトルメ及びハンス・ベルザー、及びハンス・パウムガルトナー」と示すのが正しいわけである
が、本稿では短く「バルトルメ・ベルザー等」と示す。
仕訳29だけは分数表示がない。書くとすれば分子は12である。ただ借方だけで複記されていない場合で
あるから、分母はない。分数形式で示しても変則であるため、分数表示をしなかったのかもしれない。
例えばバルトルメ・ベルザー等の場合、仕訳では6回用いられているが、その内5回は、スペルが違っ
ている。
ほぼ1／3の仕訳に、そのような記入がみられる。
fしとctr。の双方が書かれていることもある（仕訳17、仕訳18、仕訳33、仕訳34）。
この仕訳は翻刻版では16行であるが、最も長いというわけではない。最も長い仕訳は仕訳42で18行であ
るが、一つのパラグラフで書かれている。
AW．　S．281。
A．W．　S。274．
A．W．　S。274．
AW．　S．275、277　und　278。
A．W．　S。285　und　290．
A．W．　S。283．
AW．　S．290～291。
A．W．　S．286。　No．6はNo．0の誤りであろう。ウィーン写本とダンチッヒ写本とも、　No．0と書かれてい
るという。（Vgl．　A．W。　S．286　Fu伽ote　263）
AW．　S．289。
A．W．　S。287．
A．W．　S。284　u簸d　289。
AW．　S．284。
A．W．　S。289．
A．W．　S。285　u簸d　290。
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AW．　S．287　u簸d　289．
A。W．　S，284．
Augspurgの誤りであろう。
5／6の誤りであろう。
A。W．　S，284なぜこの債務を借方に記載するのかは、判断できない。
AW．　S．289。
期末のマトホイス・シュバルツに対する債務fL　1000が借方に債権から控除する形で書かれているため、
正しくは（fl，732374／5－fL　1000）一fL41755と計算されることになる。
